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１ 新着任駐屯地司令挨拶
２ 新着任部隊長紹介
３ 駐屯地主催行事等
４、５ 各部隊の活動状況
６ 離任部隊長等

第４地対艦ミサイル連隊長
兼ねて八戸駐屯地司令着任

駐
屯
地
の
各
部
隊
は
、
有
事
の
厳

し
い
状
況
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
任

務
を
完
遂
す
る
た
め
に
平
素
か
ら
有

事
と
同
じ
よ
う
な
環
境
を
模
擬
・
意

識
し
て
訓
練
を
実
施
し
た
り
、
部
隊

の
行
動
を
図
上
で
確
認
し
た
後
に
一

連
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
行
動
す
る

等
、
段
階
的
な
訓
練
を
日
々
実
践
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
評
価
部
署
を

編
成
し
て
、
部
隊
の
計
画
や
行
動
の

適
否
を
評
価
し
、
部
隊
の
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
的
な
も
の
や
計
画
を
修
正
し

て
運
用
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
て
い

ま
す
。

私
自
身
が
平
素
の
訓
練
で
で
き
な

い
こ
と
は
有
事
で
は
絶
対
に
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
い

ざ
何
か
起
こ
っ
た
際
に
し
っ
か
り
と

対
応
で
き
る
よ
う
各
自
衛
隊
・
米
軍

等
は
も
と
よ
り
、
各
自
治
体
・
関
係

機
関
等
の
皆
様
と
相
互
の
認
識
の
共

有
を
図
り
、
訓
練
等
を
通
じ
て
各
種

計
画
等
の
実
効
性
を
向
上
で
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
を
獲
得
し
、

地
域
に
お
け
る
防
衛
力
の
中
核
と
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で

、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

経 歴

Ｈ １２.１０ 第２地対艦ミサイル連隊
１９. ３ 第１特科群中隊長
２０. ８ 幹部学校 指揮幕僚課程
２２. ８ 第２地対艦ミサイル連隊中隊長
２３. ８ 第５旅団司令部第３部
２５. ８ 陸上幕僚監部防衛部防衛課
２９. ３ 第１１２特科大隊長
３０. ３ 水陸機動団特科大隊長

Ｒ １.  ８ 教育訓練研究本部
２. ８ 陸上幕僚監部防衛部防衛課
５. ８ 現 職

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

～
即
応
・
信
頼
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
～

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

～
即
応
・
信
頼
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
～

第４地対艦ミサイル連隊長
兼 ね て 八 戸 駐 屯 地 司 令

８
月
１
日
付
で
第
４
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
連
隊
長
兼
ね
て
八
戸
駐
屯
地
司

令
に
着
任
し
ま
し
た
梶
田
穣
路
で
す
。

こ
れ
ま
で
北
海
道
に
約
10
年
、
九
州

に
約
３
年
の
部
隊
勤
務
経
験
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
東
北
で
の
勤
務
は
初

め
て
で
あ
り
、
青
森
県
に
お
け
る
交

通
・
産
業
・
地
域
文
化
等
の
中
核
と

な
る
こ
こ
八
戸
に
お
い
て
勤
務
で
き

る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
海
空
自
衛
隊
及

び
米
軍
が
近
隣
に
所
在
す
る
駐
屯
地

と
し
て
、
昭
和
31
年
開
庁
以
来
、
半

世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
の
皆
様

と
共
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
ご

厚
誼
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
今
の
安
全
保
障
環
境
に
目
を
向

け
ま
す
と
、
我
が
国
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
厳
し
く
複
雑
な
状
況
に
直
面
し

て
お
り
、
令
和
４
年
12
月
に
は
防
衛

力
の
抜
本
的
な
強
化
を
掲
げ
た
安
保

三
文
書
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

近
年
の
気
候
変
動
等
に
よ
り
、
過
去

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
規
模
な
災

害
が
全
国
で
頻
発
し
て
お
り
、
災
害

を
始
め
と
す
る
危
機
は
、
い
つ
・
ど

こ
で
発
生
す
る
か
予
見
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
危

機
的
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

我
が
国
全
体
で
関
係
者
が
し
っ
か
り

と
連
携
し
、
我
が
国
の
国
力
を
結
集

し
た
総
合
的
な
体
制
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
駐
屯
地
と
し
ま

し
て
も
、
起
こ
り
得
る
危
機
に
即
応

す
る
た
め
、
地
域
の
皆
様
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
よ
り
自
治
体
や
警
察
・
海
保
・
消

防
・
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て
行
動

で
き
る
よ
う
地
道
な
努
力
を
積
み
重

ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

１等陸佐 梶田 穣路



H 6. 3 第１高射特科群 （東千歳）

13. 3 第１高射特科団本部付隊 （東千歳）

14. 2 第１次東チモール派遣施設群（南恵庭）

14.10 第１高射特科団本部付隊 （東千歳）

16. 3 １高群第３０２高射中隊 （北千歳）

19. 3 高射学校 （下志津）

20. 3 第１０高射特科大隊 （豊 川）

22. 3 第７高射特科連隊 （静 内）

24. 3 幹部学校 （目 黒）

26. 3 高射学校 （下志津）

28. 3 第９高射特科大隊 （岩 手）

30. 3 第１高射特科団本部 （東千歳）

R 1. 8 第４高射特科群 （名 寄）

4. 3 高射学校 （下志津）

5. 8 現 職 （八 戸）
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モニター等研修（通信競技会等）
八戸こども宅食

「おすそわけ便」における広報活動

八
戸
駐
屯
地
は
、
令

和
５
年
6
月
28
日(

水
）

駐
地
モ
ニ
タ
ー
等
研
修

を
実
施
し
て
、
東
北
方

特
科
隊
通
信
競
技
会
及

び
八
戸
市
と
の
協
定
に

基
づ
く
避
難
経
路
の
確

認
並
び
に
隊
員
食
堂
に

お
け
る
体
験
喫
食
を
し

て
頂
い
た
。

研
修
中
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
参
加
者
は
、
大

変
興
味
深
く
研
修
を
さ

れ
て
い
た
。

令
和
５
年
6
月
25
日

（
日
）
に
、
第
16
回
八
戸

こ
ど
も
宅
食
「
お
す
そ
わ

け
便
」
が
開
催
さ
れ
た
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
三
戸

郡
階
上
町
に
あ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
見
心
園
会

場
に
お
い
て
、
小
型
ト

ラ
ッ
ク
の
装
備
品
展
示
や

陸
上
自
衛
隊
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
の
広

報
活
動
を
実
施
し
た
。
当

日
は
沢
山
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
86
家
族
、
２
０
８

名
の
方
が
会
場
へ
足
を
運

ん
で
頂
い
た
。
装
備
品
展

示
で
は
、
沢
山
の
家
族
の

方
々
が
興
味
深
く
見
学
を

さ
れ
て
い
た
。

駐
屯
地
は
、
一
層
自
衛

隊
へ
の
興
味
・
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
今
後
も
積

極
的
に
広
報
活
動
を
実
施

し
て
い
く
。

（
司
令
業
務
室
）

新 着 任 部 隊 長 紹 介

第
３
０
５
基
地
通
信
中
隊

八
戸
派
遣
隊
長

３
等
陸
尉

安
藤

渉

令
和
５
年
８
月
１
日
付
を
も
ち
ま

し
て
基
通
八
戸
派
遣
隊
長
に
着
任
し

た
安
藤
三
尉
で
す
。

前
部
隊
は
補
給
統
制
本
部
で
東
北

勤
務
は
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
大
変
嬉

し
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。

駐
屯
地
各
部
隊
等
に
は
安
定
し
た

シ
ス
テ
ム
通
信
回
線
を
提
供
で
き
る

よ
う
派
遣
隊
一
同
勤
務
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
器
材
の
不
具

合
が
発
生
し
た
際
に
は
早
期
点
検
及

び
連
絡
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

駐
屯
地
は
今
後
モ
ニ

タ
ー
に
対
す
る
広
報
紙

の
配
布
や
駐
屯
地
等
へ

の
招
待
を
通
じ
、
陸
上

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

意
見
を
各
種
施
策
に
反

映
し
て
、
業
務
を
運
営

し
て
い
く
。

（
司
令
業
務
室
）

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
等
陸
佐

立
川

博
基

R 5. 7 補給統制本部 （十条）

8 現 職 （八戸）

東
北
方
面
管
制
気
象
隊

第
１
派
遣
隊

１
等
陸
尉

及
川

友
也

H 11. 4 １１７教育大隊 （武 山）
11.12 第１１特科連隊 （真駒内）
19. 3 北部方面管制気象隊 （丘 珠）
24. 3 北部方面管制気象隊 （帯 広）
28. 3 北部方面管制気象隊 （丘 珠）
30. 3 中部方面管制気象隊 （北徳島）

R 3. 3 北部方面管制気象隊 （丘 珠）
5. 8 現 職 （八 戸）

令
和
５
年
８
月
１
日
付
を

も
っ
て
、
北
部
方
面
管
制
気
象

隊
（
丘
珠
）
か
ら
東
北
方
面
管

制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
長
に
着

任
し
た
及
川
１
尉
で
す
。

出
身
は
岩
手
県
八
幡
平
市
で

す
が
東
北
方
面
隊
で
の
勤
務
は

初
め
て
で
、
こ
の
度
派
遣
隊
長

と
し
て
初
め
て
郷
土
で
あ
る
東

北
地
方
で
勤
務
す
る
機
会
を
得

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。東

北
方
面
管
制
気
象
隊
第
１

派
遣
隊
は
主
に
航
空
科
部
隊
に

対
し
て
管
制
・
気
象
支
援
等
を

実
施
す
る
部
隊
で
あ
り
人
員
数

15
名
と
小
さ
な
部
隊
で
あ
り

ま
す
が
、
駐
屯
地
各
部
隊
と
協

力
し
、
地
域
の
皆
様
の
信
頼
を

得
る
よ
う
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

ご
指
導
・
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

中
央
輸
送
隊
第
２
方
面
分
遣
隊

第
２
端
末
地
業
務
班
長

１
等
陸
尉

武
士
澤

一
浩

H 18. 3 第９後方支援連隊輸送隊 （青 森）
20. 8 第１１９教育大隊 （多賀城）
23. 4 東北方面総監部付隊 （仙 台）
25. 3 東北輸第１０５輸送業務隊 （霞 目）
27. 3 船岡業務隊 （船 岡）
29. 3 東北輸第１０５輸送業務隊 （神 町）
R 4. 3 中央輸送隊第２方面分遣隊 （岩 手）
5. 8 現 職 （八 戸）

令
和
５
年
８
月
１
日
付
で
中

央
輸
送
隊
第
２
方
面
分
遣
隊
第

２
端
末
地
業
務
班
長
を
拝
命
し

ま
し
た
武
士
澤
１
尉
で
す
。

出
身
は
青
森
県
三
戸
町
、
宮

城
に
自
宅
を
構
え
単
身
生
活
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
36
年
前
新
隊

員
前
期
教
育
を
受
け
た
駐
屯
地

に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
赴
任

し
ま
し
て
高
校
の
同
級
生
や
新

隊
員
の
同
期
に
も
数
人
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
連
日
の
暑
さ
に

驚
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
の
中
、
こ
の
八
戸
の
地

で
皆
様
と
共
に
楽
し
く
勤
務
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
部
隊
は
少
数
の
部

隊
と
な
り
ま
す
が
引
き
続
き
ご

指
導
・
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

令
和
５
年
８
月
１
日
付
を
も
っ
て
、
第
35
代
八
戸
駐
屯
地
業
務
隊

長
を
拝
命
し
た
立
川
２
佐
で
す
。

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
長
の
任
に
就
く
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
、

同
時
に
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
業
務

隊
長
上
番
に
当
た
り
統
率
方
針
「
全
て
は
部
隊
・
隊
員
の

た
め
に
」
、
「
考
動
」
・
「
協
調
」
を
、
要
望
事
項
と
し
て
掲
げ
、

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
業
務
隊
長
と
し
て
の
職

責
の
完
遂
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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護
衛
艦
「
あ
た
ご
」
の
入
港
を
歓
迎

7
／
15
～
16

入
港
歓
迎
行
事
支
援

八
戸
駐
屯
地
は
、
各
自
衛

隊
と
の
相
互
理
解
・
協
力
を

通
じ
た
総
合
運
用
体
制
の
強

化
並
び
に
自
衛
隊
の
一
層
の

興
味
理
解
を
得
れ
る
よ
う
広

報
活
動
を
今
後
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。（

司
令
業
務
室
）

八
戸
駐
屯
地
は
、
令
和
５
年

7
月
15
日
（
土
）
～
16
日

（
日
）
の
間
、
八
戸
港
八
太
郎

4
号
埠
頭
Ｐ
岸
壁
に
お
い
て
、

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
あ
た

ご
」
の
入
港
歓
迎
行
事
に
お
け

る
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

16
日
は
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

等
の
方
々
に
護
衛
艦
見
学
に
参

加
し
て
頂
き
、
護
衛
艦
「
あ
た

ご
」
の
乗
務
員
の
丁
寧
な
説
明

を
受
け
な
が
ら
興
味
深
く
見
学

し
て
頂
い
た
。

ま
た
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ

ル
連
隊
・
第
９
後
方
支
援
連

隊
・
第
９
施
設
大
隊
・
第
２
対

戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
・
第
１

２
３
地
区
警
務
隊
八
戸
派
遣
隊

が
装
備
品
展
示
を
実
施
し
た
。

会
場
で
は
、
展
示
し
て
い
る

装
備
品
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問

さ
れ
る
方
々
も
お
り
自
衛
隊
へ

の
関
心
を
深
め
て
頂
い
た
。

ちびっ子大会では、子供たちが自衛隊
の装備品に触れて、楽しんでもらいま
した！ また来年も来てね！

令和５年8月5日（土）
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各 部 隊 の 活 動 状 況

第
３
８
４
会
計
隊
（
隊
長

野
田
３
佐
）
は
、
令
和
５
年
６
月

25

日
～
27

日
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
で
実
施
さ
れ
た
令
和

５
年
度
方
面
会
計
隊
集
中
野
営
訓
練
（
前
段
）
に
参
加
し
た
。
本

訓
練
開
始
に
先
だ
ち
、
隊
長
の
要
望
事
項
で
あ
る
「
連
携
」
を
念

頭
に
各
班
・
各
所
掌
が
連
携
を
密
に
し
て
訓
練
に
臨
ん
だ
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
機
能
別
訓
練
・
総
合
訓
練
を
通
じ
て
演
練
し
て
き
た

各
級
指
揮
官
の
指
揮
・
隊
員
の
基
本
基
礎
を
一
連
の
各
種
状
況
下

で
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。
特
に
会
計
状
況
に
お
け
る
部
隊
か
ら
の

調
達
要
求
で
業
者
と
の
一
連
の
調
整
を
整
斉
円
滑
に
行
い
、
所
要

の
書
類
（
発
注
書
・
契
約
書
）
等
を
至
短
時
間
で
作
成
し
調
達
要

求
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
得
た
教
訓
及
び
指
導
事
項
は
速
や
か
に
平
素
の
練
成

訓
練
の
場
で
是
正
し
、
10

月
に
行
わ
れ
る
方
面
会
計
隊
長
検
閲

に
向
け
隊
一
丸
と
な
り
目
標
達
成
に
向
け
邁
進
し
て
い
く
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第
９
後
方
支
援
連
隊

HACHINOHE

第
９
飛
行
隊

第
３
８
４
会
計
隊

第
３
８
普
通
科
連
隊

第
９
施
設
大
隊

第
９
施
設
大
隊
（
大
隊
長

小
林
２
佐
）
は
令
和
５
年
５
月
８
日

か
ら
５
月
15

日
の
間
、
令
和
５
年
度
春
季
演
習
場
統
一
整
備
を
実
施

し
た
。

本
演
習
場
整
備
は
、
第
10

施
設
群
第
３
８
７
施
設
中
隊
の
配
属
を

受
け
、
施
設
整
備
隊
と
し
て
整
備
作
業
を
行
っ
た
。

施
設
整
備
隊
長
は
編
成
完
結
式
に
お
い
て
「
整
備
任
務
の
完
遂
」

「
連
携
」
「
安
全
管
理
及
び
健
康
管
理
」
の
３
点
を
掲
げ
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
る
な
か
、
総
合
戦
闘
射
場
等
の
機
能
向
上
の
た
め

の
整
備
及
び
幹
線
道
等
の
機
能
維
持
の
た
め
の
整
備
、
計
17

箇
所
の

整
備
任
務
を
施
設
技
術
を
駆
使
し
て
完
遂
し
た
。

ま
た
、
各
中
隊
は
師
団
隷
下
各
部
隊
に
対
し
、
演
習
場
整
備
に
お

け
る
工
程
管
理
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
施
設
技
術
指
導
班

は
各
部
隊
の
整
備
作
業
に
お
け
る
技
術
指
導
を
実
施
し
て
、
師
団
隷

下
部
隊
の
工
事
能
力
の
向
上
及
び
師
団
の
整
備
任
務
達
成
に
貢
献
し

た
。

安全係を配置し幹
線道を整備するローラ

油圧ショベル４台の連携
（鹿ノ台停弾堤整備）

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
連
隊
長

梶
田
１

佐
）
は
、
令
和
５
年
６
月
26

日
（
月
）
～
29

日

（
木
）
ま
で
の
間
、
東
北
方
面
特
科
隊
が
実
施
し
た

令
和
５
年
度
隊
通
信
競
技
会
に
参
加
し
た
。
本
競
技

会
は
、
特
技
保
有
者
の
練
度
、
識
能
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
部
隊
の
団
結
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を

目
的
と
し
て
、
部
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
部
・
部
隊
暗

号
電
信
の
部
で
実
施
さ
れ
た
。

部
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
部
で
は
、
約
１
㎞
の
距
離

を
徒
歩
に
よ
り
架
設
、
埋
設
、
接
続
、
絡
車
交
換
を

含
め
構
成
し
、
部
隊
暗
号
電
信
の
部
で
は
電
報
の
受

信
、
翻
訳
、
組
立
、
送
信
の
特
技
に
必
要
不
可
欠
な

要
素
を
全
て
組
み
込
ま
れ
た
競
技
に
参
加
し
た
。
選

手
達
は
炎
天
下
の
中
、
日
頃
の
練
成
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
、
組
及
び
隊
員
個
々
の
識
能
及
び
技
能
を

向
上
さ
せ
た
。

有
線
接
続

電
報
送
信

徒
歩
構
成

第
９
後
方
支
援
連
隊(

連
隊
長

内
藤
１
佐
）
は
、
令

和
５
年
６
月
26

日
（
月
）
か
ら
同
年
６
月
30

日
（
金
）

ま
で
の
間
、
王
城
寺
原
演
習
場
で
実
施
さ
れ
た
「
令
和

５
年
度
第
１
回
師
団
訓
練
検
閲
」
を
受
閲
し
た
。

兵
站
・
衛
生
支
援
任
務
を
師
団
よ
り
付
与
さ
れ
た
後

方
支
援
連
隊
は
、
与
え
ら
れ
た
担
任
地
域
を
最
大
限
に

活
用
し
て
、
各
種
支
援
施
設
を
構
築
し
、
多
様
な
兵
站

任
務
に
臨
ん
だ
。

ま
た
、
各
種
脅
威
に
対
応
し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽

く
し
、
兵
站
支
援
基
盤
を
防
護
す
る
と
と
も
に
し
っ
か

り
と
強
靭
性
を
保
持
し
て
、
作
戦
の
終
始
を
通
じ
て
戦

況
推
移
の
予
測
に
基
づ
く
先
行
的
な
準
備
準
備
及
び
被

支
援
部
隊
と
の
綿
密
な
調
整
に
よ
り
継
続
的
な
兵
站
・

衛
生
支
援
任
務
を
完
遂
し
た
。

第
９
飛
行
隊
（
隊
長

中
村
２
佐
）
は
、
令
和
５
年
７
月
29

日
（
土
）
、
岩
手
県
が
実
施
し
た
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
、

地
方
自
治
体
及
び
防
災
関
係
機
関
と
の
協
同
連
携
要
領
に
つ
い

て
演
練
し
災
害
対
処
能
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
た
。
訓
練
課
目

は
、
「
孤
立
者
救
助
訓
練
」
と
「
災
害
救
助
犬
及
び
訓
練
士
の

航
空
輸
送
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
航
空
機
１
機
を
も
っ
て
、
孤

立
者
３
名
の
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
及
び
災
害
救
助
犬
２
頭
と

そ
の
訓
練
士
３
名
を
救
助
捜
索
場
所
ま
で
空
輸
す
る
想
定
で
参

加
し
た
。
災
害
救
助
犬
の
航
空
輸
送
に
お
い
て
は
、
マ
ナ
ー
パ

ン
ツ
と
口
輪
を
着
用
し
た
救
助
犬
２
頭
が
、
見
慣
れ
な
い
航
空

機
と
そ
の
騒
音
に
少
々
動
揺
し
て
い
た(

よ
う
に
見
え
た)

も
の

の
、
日
頃
か
ら
訓
練
さ
れ
た
犬
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
航
空
機
の

騒
音
下
に
お
い
て
も
柔
軟
に
対
応
し
、
訓
練
士
と
と
も
に
航
空

機
に
乗
り
込
ん
で
い
た
。
じ
後
、
終
始
落
ち
着
い
た
様
子
で
訓

練
士
の
指
示
に
従
い
整
斉
と
行
動
し
、
救
助
捜
索
場
所
に
到
着

し
て
災
害
救
助(

訓
練)

に
向
か
っ
た
。

航空機から降機した
救助犬等

航空機に搭乗中の
救助犬等

第
３
８
普
通
科
連
隊(

中
隊
長

阿
部
１
尉
）
は
、
令
和

５
年
度
招
集
訓
練
を
開
始
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

様
々
な
制
限
の
中
で
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
が
令
和
５
年

５
月
８
日
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
法
的

な
位
置
づ
け
が
２
類
相
当
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
類
の
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
訓
練
制
限
が

緩
和
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
過
以
前
の
訓
練
風
景
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
健

康
管
理
を
万
全
に
、
更
な
る
高
見
を
目
指
し
て
訓
練
に
励

ん
で
い
く
。

前
方
警
戒

チ
ェ
ー
ン
の
装
着

指
揮
所
活
動
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各 部 隊 の 活 動 状 況

ＳＩＮＣＥ ２００６ＳＩＮＣＥ ２００６

第
１
０
１
高
射
特
科
隊

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
｜
隊

第１０１高射特科隊（隊長：田中２
佐）は、７月３日（月）、八戸駐屯地
（隊教場）において一般陸曹候補生後期
１４名及び新隊員特技課程３名の教育開
始式を実施した。
新隊員１７名は、若き防人らしく溌剌

とした態度で開始式に臨み、教育担任官
（隊長）の要望する「高射特科隊員とし
ての基本・基礎を確実に身に付けよ」、
「互いに切磋琢磨し、同期としての絆を
深めよ」を胸に刻み、高射特科隊員とし
ての第１歩を踏み出した。

第
１
０
１
高
射
特
科
隊
（
隊
長

田
中
２
佐
）
は
、
７
月

９
日
（
日
）
か
ら
13

日
（
木
）
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習

場
に
お
い
て
、
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
「
予
備
陣
地
の
準
備
・
移
動
及
び
旧
陣
地

の
偽
陣
地
化
を
サ
イ
ク
ル
と
し
た
陣
地
の
占
領
」
を
重
視

項
目
と
し
、
「
Ｕ
Ａ
Ｖ
対
処
・
サ
イ
バ
ー
対
処
・
偵
察
衛

星
監
視
下
の
行
動
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
」
に
取
り
組
み
、

訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
の
実
施
に
当
た
り
、
隊
長
は
、
「
最
後
ま
で
生

き
残
り
、
戦
闘
を
継
続
す
る
た
め
創
意
を
凝
ら
せ
」
「
有

機
的
な
幕
僚
活
動
の
実
践
」
「
基
本
基
礎
を
徹
底
し
継
続

せ
よ
」
の
３
点
を
要
望
し
た
。
隊
全
隊
員
は
、
連
日
の
猛

暑
及
び
突
発
的
な
豪
雨
に
も
負
け
る
こ
と
な
く
、
終
始
一

丸
と
な
り
、
死
力
を
尽
く
し
て
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

隊
は
、
引
き
続
き
、
如
何
な
る
任
務
に
も
完
全
に
完
遂

で
き
る
強
靭
な
第
１
０
１
高
射
特
科
隊
を
目
指
し
て
行
く
。

第９施設大隊（大隊長：小林２佐）
は、令和５年７月３日、令和５年度新
隊員特技課程「施設」及び一般陸曹候
補生課程後期「施設科」を開始した。
本教育は、９月１５日まで、爆破を

含む各種施設基礎作業の修得に励むと
ともに、同期の絆を深め、特技「基本
施設」取得を目標に日々邁進していく。

漕舟検定 開始式

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
隊
長

齋
藤
２
佐
）

は
、
令
和
５
年
８
月
５
日
（
土
）
に
駐
屯
地
納
涼
盆
踊
り

大
会
合
に
わ
せ
て
、
第
２
回
２
対
戦
ヘ
リ
「
家
族
の
日
」

を
開
催
し
た
。

２
対
戦
ヘ
リ
の
隊
員
家
族
を
招
待
し
、
日
頃
か
ら
の
理

解
と
協
力
及
び
家
族
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
た
。

隊
員
家
族
約
35

名
が
ご
来
場
い
た
だ
き
、
豪
華
オ
ー

ド
ブ
ル
と
手
作
り
の
そ
う
め
ん
を
堪
能
し
つ
つ
、
隊
員
の

ご
家
族
と
又
家
族
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
小

学
生
以
下
の
お
子
様
に
は
、
か
き
氷
無
料
券
と
お
菓
子

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。
ま

た
大
ビ
ン
ゴ
大
会
を
実
施
し
て
豪
華
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ

う
と
会
場
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

家族間の交流

ビンゴの賞品
１等賞ゲット

直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長

湯
山
１
尉
）
は
、
令
和
５
年

６
月
21

日
か
ら
23

日
ま
で
の
間
「
令
和
５
年
度
第
２
回
中
隊

訓
練
」
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
に
お
い
て
は
基
本
基
礎
動
作

を
徹
底
し
、
歩
哨
及
び
警
戒
自
衛
戦
闘
等
、
各
種
部
隊
行
動

に
つ
い
て
演
練
し
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
支
援
業
務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
整
備
所
天
幕

の
設
営
、
牽
引
に
よ
る
車
両
回
収
及
び
野
外
に
お
け
る
整
備

業
務
を
実
施
し
、
支
援
技
術
の
向
上
に
繋
げ
る
成
果
を
得
た
。

今
後
も
基
本
基
礎
動
作
を
確
行
し
、
物
事
の
本
質
を
捉
え
て

訓
練
に
臨
み
、
各
種
識
能
の
体
得
に
努
め
る
。

速やかな陣地侵入

牽引による車両回収

第９後方支援連隊第一整備大隊（大隊
長：近藤２佐）は、令和５年７月３日、
令和５年度新隊員後期教育課程（武器
科）の教育開始式を実施した。
新隊員たちは、これから約3か月間、

教育訓練、整備技能教育、営内生活等を
通じて、武器科隊員としての基礎を修得
し、自衛官としての資質を涵養していく。

第４地対艦ミサイル連隊（連隊長：
梶田１佐）は、７月３日（月）から一
般陸曹候補生課程後期教育及び新隊員
特技課程教育を開始した。
新隊員８名は、教育隊長要望事項

「やるべきことやれ」に応えるべく、
厳しい夏の暑さにも負けずに熱意とハ
ングリー精神をもって教育に臨んだ。
新進気鋭の８名は同期の絆を大切にし
つつ、誇り高い精強なミサイル戦士と
してこれからも成長していく。

第
１
０
２
特
科
直
接
支
援
隊

直
接
支
援
中
隊

陣
地
偵
察
の
指
揮

重
機
関
銃
に

よ
る
射
撃

射
撃
準
備

隊
容
検
査

命
令
下
達

発
射
機
操
法
の

説
明

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊
（
隊
長

森
屋
３
佐
）
は
、

令
和
５
年
6

月
4

日
か
ら
6

日
ま
で
の
間
、
八
戸
演
習
場

に
お
い
て
、
直
接
支
援
班
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
「
第
１
０
１
高
射
特
科
隊
射
撃
隊
を
支
援
す

る
直
接
支
援
班
の
行
動
」
と
「
各
級
指
揮
官
の
指
揮
動
作
・

部
隊
の
基
本
的
行
動
・
隊
員
の
基
礎
動
作
」
を
主
要
演
練
項

目
と
し
て
特
に
、
隊
員
の
基
礎
動
作
を
重
視
し
て
実
施
し
た
。

受
閲
隊
員
は
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
2

夜
3

日
の
連

続
状
況
下
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
第
１
０
１
高
射
特
科
隊
の

ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の
整
備
高
可
動
維
持
の
任
務
を

一
丸
と
な
っ
て
完
遂
し
た
。



新しい家族がふえました
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八戸駐屯地では、駐屯地の活動状況を逐次更新中☆彡
詳しくは、こちらをチェックしてみてください！

https://www.mod.go.jp/gsdf/neae/hachinohe/

住所 八戸市市川町桔梗野官地
☎ ０１７８－２８－３１１１

フェイスブック・ツイッター絶賛活動中！
フォロワー募集中です♪

🔍 八戸駐屯地 で検索！

広告

皆様からの御協賛お待ちしております！皆様からの御協賛お待ちしております！

◎協賛金額

一口 ￥１０，０００（７cm×７cm）

◎連絡先
八戸駐屯地司令業務室 広報班
０１７８（２８）３１１１（内線 ２０６８）
pr-4ssmr-nea@inet.gsdf.mod.go.jp

八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第１０１高射特科隊後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第５高射特科群ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
第３０１高射直接支援隊ＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

定年退官者紹介
（令和５年７月１日～９月３０日）

離
任
部
隊
長
紹
介

１
等
陸
尉

森

将
則

陸
曹
長

第
１
０
１
高
射
特
科
隊

館
山

創

月
舘

秀
信

第
９
後
方
支
援
連
隊

駐
屯
地
業
務
隊

近
藤

善
浩

金
澤

健
一

２
等
陸
佐

近
藤

善
浩

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
長

八
戸
駐
屯
地
業
務
隊
付
（
八
戸
）

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
飛
行
隊

支
援
隊

齋
藤

栄
介

こ
の
度
、
８
月
１
日
付
で
教
育

訓
練
研
究
本
部
へ
転
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月

の
着
任
以
来
、
２
年
４
か
月
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

隊
員
と
ご
家
族
の
皆
様
、
地
域
の

皆
様
に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
駐
屯
地
司
令
在
任
間
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
外
で
は

歴
史
的
な
出
来
事
が
立
て
続
け
に

起
こ
り
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
２

月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
隣

国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
現
在

も
進
行
中
で
あ
り
、
我
が
国
周
辺

の
安
全
保
障
環
境
も
か
つ
て
な
い

ほ
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛

威
を
振
る
う
中
、
各
地
で
自
然
災

害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
被

害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
八
戸
駐
屯
地

の
隊
員
・
部
隊
は
、
国
民
の
皆
様

か
ら
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
訓

練
・
演
習
を
通
じ
て
実
力
を
着
実

に
養
い
つ
つ
、
災
害
を
始
め
と
す

る
様
々
な
事
態
に
即
応
し
、
任
務

を
完
遂
し
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

連
隊
長
と
し
て
は
、
訓
練
・
演
習

で
青
森
県
を
始
め
と
す
る
東
北
各

地
を
巡
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
三
沢

市
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
際
は
、
駐
屯
地
の

隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
任
務
を
遂

行
し
、
感
染
被
害
の
拡
大
防
止
に

寄
与
し
ま
し
た
私
も
隊
員
と
共
に

現
場
で
防
疫
活
動
に
従
事
し
ま
し

た
が
、
極
寒
の
中
、
夜
を
徹
し
て

黙
々
と
作
業
に
当
た
る
隊
員
た
ち

の
姿
を
今
で
も
忘
れ
る
事
が
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
駐
屯
地
司
令
着
任
か
ら

２
年
間
は
数
々
の
制
約
を
受
け
た

も
の
の
、
駐
屯
地
は
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
地
域
と
の
関
係
を
強

化
し
て
参
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

令
和
２
年
に
締
結
し
た
「
八
戸
市

と
の
津
波
災
害
発
生
時
に
お
け
る

一
時
避
難
場
所
提
供
に
係
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
以
降
、

地
域
の
皆
様
を
交
え
て
避
難
経
路

等
の
現
地
確
認
・
調
整
を
実
施
で

き
た
こ
と
で
、
将
来
起
こ
り
得
る

海
溝
型
巨
大
地
震
へ
の
備
え
が
更

に
一
歩
進
ん
だ
も
の
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
八
戸
市

長
を
始
め
と
す
る
ご
来
賓
の
ご
臨

席
の
下
、
各
部
隊
が
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
４
年

ぶ
り
と
な
る
駐
屯
地
創
立
記
念
行

事
を
成
功
裏
に
挙
行
で
き
た
こ
と

は
感
慨
深
い
思
い
出
で
す
。
地
域

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後

も
駐
屯
地
の
各
種
行
事
に
是
非
ご

参
加
い
た
だ
き
、
部
隊
・
隊
員
に

対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
八
戸

駐
屯
地
の
隊
員
と
ご
家
族
を
始
め
、

地
域
の
皆
様
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
離
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
い
つ
か
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

離
任
の
ご
挨
拶

前第４地対艦ミサイル連隊長兼ねて駐屯地司令遠藤１佐離任
笑顔で駐屯地をあとに

渡
邊

光
政

准
陸
尉

１
等
陸
曹

２
等
陸
佐

陸
曹
長

陸
曹
長

第
３
０
５
基
地
通
信
中
隊

八
戸
派
遣
隊

２
等
陸
尉

坂
本

弘

東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
第
１
０
３

基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊
へ
（
仙
台
）

東
北
方
面
管
制
気
象
隊

第
１
派
遣
隊

東
北
方
面
管
制
気
象
隊
へ
（
霞
目
）

陸
曹
長

菩
提
寺

光
広

第
９
施
設
大
隊

長男凛が誕生しま
した。活発で笑顔
が絶えない男の子
です。第２の大谷
翔平を目指して大
きくなあれ❣
元気で健康に育ち
ますように☆

第９後方支援連隊補給隊

3等陸曹 髙舘 和也
3等陸曹 髙舘 聖良

長男 髙舘 凛（りん）くん長男 髙舘 凛（りん）くん

新しい家族がふえました
～
長
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
～


